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エアー、生成AIとセキュリティを両立させる 

エンタープライズAI実行プラットフォーム「AIR‑NEXUS」の提供を開始 

  
 

株式会社エアー（本社：大阪府吹田市 代表取締役社長：森 剛、以下「エアー」）は、生成 AI を企業システムへ安全に組

み込み、自律的な業務実行を可能にするエンタープライズ AI 実行プラットフォーム「AIR‑NEXUS（エアーネクサス）」の

提供を開始しました。本プラットフォームを中核に外部システムへの接続や企業独自の AI エージェントを構築し、企業の

AI 活用を構想段階から実運用フェーズへと引き上げます。 

 

■背景：AIに業務を任せる時代に見えてきた課題 

人の経験やスキルに依存する業務システムを AI に置き換えることは、技術・知識の継承や業務の標準化、生産性向上につなが

る大きな可能性を秘めています。一方で、社内システムとの連携設計や AI に付与する権限の判断、実行内容の管理に不安が残

り、実業務への本格活用に踏み出せない企業も少なくありません。エアーは、こうした課題の本質を「AI を安全に実行させる基

盤」と「設計する専門人材の不足」にあると捉え、AIR‑NEXUS とフォワードデプロイドエンジニア（FDE）を一体で提供する体

制を整え、実運用フェーズを支援します。 

■「AIR‑NEXUS」とFDEビジネスの概要 

AIR‑NEXUS は、Model Context Protocol（MCP）に対応した法人向けの AI 実行基盤です。ユーザーは AIR‑NEXUS のポータルから

プロンプトを入力するだけで、AI エージェントが MCP を介して、データベースや業務システム、各種クラウドサービスへセキュ

アにアクセスし、業務を自律的に実行できます。業務を完了まで担う AI エージェントによって、従来の SaaS 導入だけで終わら

ない、業務効率化やコスト削減といった成果までを生み出すことが可能となります。 

 AIR-NEXUS の特徴 

• 50 種類以上のクラウドサービスと連携し、AI による業務実行が可能 

• 企業独自の AI エージェントを構築可能 

• ChatGPT や Claude などの LLM と RAG を活用した業務特化型 AI を構築 

• AI の操作範囲を厳密に管理し、企業のセキュリティポリシーに準拠 

• 全操作ログを取得し、アクセス制御・監査証跡を保持することで安全な実行環境を提供 
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エアーは、AIR‑NEXUS プラットフォーム上で、企業ごとの業務内容に合わせた AI エージェントを設計・構築・提供し

ます。業務フローや既存システムを踏まえ、AI エージェントの役割設計から、LLM・RAG の選定、MCP による安全な接

続、権限・ログを含むガバナンス設計までを一貫して担います。これにより企業は、高度な AI 人材を自社で抱えること

なく、ポータル上の操作だけで業務に使える AI エージェントを短期間で導入することが可能になります。 

 

「AIR-NEXUS」の詳細、お問い合わせは、下記Webサイトをご参照ください。 

AIR-NEXUSサービスページ：https://air.co.jp/anx/ 

 

[プレスリリース・サービスについてのお問い合わせ]  

株式会社エアー マーケティンググループ 電話：03-6773-7996  Email：info-desk3@air.co.jp 

 

[AIR-NEXUSについて] 

AIR‑NEXUS は、企業における生成 AI の業務活用を安全かつ効率的に実現するエンタープライズ AI 実行プラットフォームで

す。AI エージェントの実行基盤、権限管理、操作ログ管理を一元化されたプラットフォーム上で提供し、信頼性の高い AI 活

用環境を実現します。Model Context Protocol（MCP）に対応し、オンプレミス・クラウドを問わず、さまざまな業務システ

ムやクラウドサービスと連携が可能です。AIR‑NEXUS のポータルからプロンプトを入力するだけで、AI エージェントが安全

にシステムへアクセスし、業務の実行やデータ活用を自律的に行うことができます。 

 
 

[エアーについて] 

株式会社エアーは、「いつの時代も、"いま、最も必要なソリューション"を提供する」ことをモットーに、メールアーカイ

ブ・監査ソリューション「WISE Audit」、メール誤送信対策クライアント製品「WISE Alert」、Microsoft 365 向けメールセ

キュリティサービス「WISE Cloud」のほか、「セキュリティ」「ビッグデータ/ IoT」「AI」の 3 つの分野に注力し、「Qlik」

など海外の先進的な製品を提案・販売しています。日本語へのローカライズやお客様への製品トレーニングなど多くの経験と

実績があります。 

 

株式会社エアー：大阪府吹田市 

代表取締役社長：森 剛  

URL：https://air.co.jp/ 

 
 
・365 Alert、WISE Cloudは株式会社エアーの登録商標です。 

・WISE Auditは、株式会社日立システムズエンジニアリングサービスと株式会社エアーの登録商標です。 

・文中や図中に記載されているその他製品名および会社名は、一般的に各社の商標または登録商標です。 

・製品やサービスの仕様は予告なく変更することがあります。 
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